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１ 

白
山
神
社 

祭
神 

伊い

邪
那

ざ

な

美み
の

命
み
こ
と 

由
来 

白
山

し
ら
や
ま

の
西
麓
か
ら
は
弥
生
時
代
の
銅
鐸
が
見
つ
か
っ
て
お
り
、
住
居
遺
跡
も
多
く
、
い
わ

ば
三
木
町
の
ま
ほ
ろ
ば
の
地
で
す
。
白
山
の
南
麓
に
は
白
山
神
社
が
下
高
岡
村
の
鎮
守
の
神
と
し
て

祭
ら
れ
て
い
ま
す
。
室
町
時
代
に
書
か
れ
た
「
極
楽
寺
宝
蔵
院
古
暦
記
」
に
は
「
延
長
四
年
（
九
二

六
）
に
極
楽
寺
の
明
海
が
白
山

は
く
さ
ん

権
現

ご
ん
げ
ん

を
三
木
郡
高
岡
郷
に
勧
請

し
た
」
と
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
も
う
尐
し
後
の
こ
と
で
し

ょ
う
。
ま
た
、
江
戸
時
代
に
書
か
れ
た
「
全
讃
史
」
に
は
、
「
白

山
の
下
に
明
海
と
い
う
者
が
お
り
、
占
筮

せ
ん
ぜ
い

（
う
ら
な
い
）
の
術

に
す
ぐ
れ
て
お
り
、
人
々
は
白
山
相そ

う

人
と
呼
ん
だ
。
ま
た
晴
明

と
も
い
わ
れ
箕み

を
つ
く
る
こ
と
を
業
と
し
て
い
た
」
と
あ
り
ま

す
。
明
海
は
、
越
前
（
現
福
井
県
）
の
人
で
、
白
山
妙
理
権
現

を
迎
え
て
祭
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
山
が
白
山
と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
ま
す
。 

社
伝
に
よ
れ
ば
、
泰
安
と
い
う
僧
（
の
ち
慈じ

厳
房

ご
ん
ぼ
う

と
改
名
）

の
夢
に
、
白
山
妙
理
権
現
、
剣
山

つ
る
ぎ
さ
ん

大
権
現
、
蔵
王
権
現
が
現
れ
、

白山神社の入口（後ろに見えるのが白山） 
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国
家
安
全
、
万
民
豊
楽
を
祈
る
よ
う
お
告
げ
が
あ
り
、
そ
こ
で
泰
安
は
神
社
と
七
堂
伽
藍
を
建
て
、

白
雲
山

は
く
う
ん
ざ
ん

剣
性
寺

け
ん
し
ょ
う
じ

と
名
付
け
ま
し
た
。
こ
の
寺
は
霊
験
あ
ら
た
か
で
、
人
々
の
信
仰
を
集
め
、
鎌
倉
時

代
の
聖
一
国
師
（
三
木
郡
白
山
生
ま
れ
の
僧
）
も
こ
の
剣
性
寺
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
北
朝
時
代
（
十
四
世
紀
）
、
細
川
清
氏
が
南
朝
に
味
方
し
、
阿
波
（
現
徳
島
県
）
か
ら
讃
岐
に
来
て
、

白
山
の
麓
で
挙
兵
し
た
の
は
、
こ
の
剣
性
寺
が
、
大
覚
寺
派
（
南
朝
方
）
の
寺
で
あ
る
宝
蔵
院
極
楽

寺
に
属
し
て
お
り
、
当
時
、
か
な
り
強
い
勢
力
を
持
っ
て
い
た
か
ら
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
そ

の
経
済
力
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
境
内
付
近
か
ら
古
銭
の
い
っ
ぱ
い
入
っ
た
南
北
朝
期
の
壷
が
発
見

さ
れ
て
い
ま
す
。 

白
山
権
現
は
白
山

は
く
さ
ん

（
石
川
県
・
岐
阜
県
に
ま
た
が
る
山
）
の
山
岳
信
仰
と
修
験
道
が
融
合
し
た
神

仏
集
合
の
神
で
、
白
山
妙
理
権
現
と
も
呼
ば
れ
、
全
国
各
地
の
白
山
権
現
社
で
祀
ら
れ
、
そ
の
多
く

が
神
道
の
白
山
神
社
で
す
。 

 
 

２ 

下
高
岡
小
学
校
・
中
学
校
跡 

明
治
七
～
八
年
（
一
八
七
四
～
七
五
）
頃
、
四
条
小
学
校
が
鰐
河
神
社
内
に
設
置
さ
れ
、
白
山
に

白
山
小
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
二
十
年
四
月
、
下
高
岡
村
と
井
戸
村
と
の
組
合
立
尋
常
小

学
校
が
井
戸
村
公
文
明
に
設
置
さ
れ
、
下
高
岡
村
に
は
簡
易
尋
常
小
学
校
が
置
か
れ
ま
し
た
。
明
治

二
十
五
年
四
月
、
井
戸
村
と
の
組
合
立
尋
常
小
学
校
は
解
消
さ
れ
、
新
た
に
白
山
南
麓
に
下
高
岡
尋
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常
小
学
校
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

戦
後
に
な
り
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
、
下

高
岡
中
学
校
が
併
設
さ
れ
、
昭
和
三
十
五
年
に
は
三
木
中
学

校
下
高
岡
教
場
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
の
三
木
中
学
校
に
統

合
の
た
め
廃
校
と
な
っ
た
の
は
昭
和
三
十
七
年
の
こ
と
で
す
。 

ま
た
、
下
高
岡
小
学
校
も
昭
和
四
十
六
年
に
井
戸
小
学
校

と
統
合
さ
れ
て
現
在
の
白
山

は
く
ざ
ん

小
学
校
が
で
き
た
た
め
廃
校
と

な
り
、
こ
の
白
山
南
麓
の
地
に
長
く
続
い
た
学
校
は
、
そ
の

役
目
を
終
え
た
の
で
す
。 

現
在
は
宿
泊
・
保
養
・
ス
ポ
ー
ツ
の
施
設
が
で
き
、
多
く

の
利
用
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

３ 

古
代
の
南
海
道 

白
山
の
南
麓
を
東
西
に
走
る
道
は
長
尾
街
道
で
す
が
、
古
代
の
南
海
道
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
ま
す
。

正
確
に
い
え
ば
現
在
の
長
尾
線
の
軌
道
あ
た
り
ま
で
上
が
っ
た
所
が
南
海
道
跡
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
一
つ
の
理
由
は
、
現
在
の
長
尾
街
道
沿
い
に
流
れ
て
い
る
古
川
が
昔

は
も
っ
と
広
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
す
。
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
条
里
制
の
基
準
点
が
現
在

下高岡小学校跡の碑 
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の
白
山
駅
あ
た
り
に
想
定
さ
れ
る
か
ら
で
す
。 

現
在
も
長
尾
街
道
は
白
山
駅
の
下
あ
た
り
で
屈
曲
し
、
方
向
を
変
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
屈
曲
は

条
里
の
基
準
点
を
定
め
た
時
、
ま
た
南
海
道
の
方
向
を
決
め
た
時
（
お
そ
ら
く
白
鳳
時
代
）
に
遡
る

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

４ 

白
山
高
等
小
学
校
（
木
田
高
等
女
学
校
、
高
松
東
高
校
白
山
分
校
）
跡 

現
在
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し
て
賑
わ
っ
て
い
る
場
所

は
も
と
白
山
高
等
小
学
校
が
あ
っ
た
場
所
で
す
。
当
初
、
寒
川
お

よ
び
三
木
二
郡
の
組
合
立
長
尾
高
等
小
学
校
と
し
て
長
尾
西
村

に
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
四
月

に
分
離
し
て
、
三
木
郡
井
戸
村
外
六
か
村
（
下
高
岡
・
奥
鹿
・
平

井
・
氷
上
・
田
中
・
牟
礼
）
の
組
合
立
三
木
高
等
小
学
校
が
下
高

岡
村
の
こ
の
地
に
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
三
十
三
年
二
月
、

牟
礼
・
田
中
の
両
村
が
組
合
を
脱
退
し
た
た
め
、
下
高
岡
村
外
四

か
村
（
奥
鹿
・
井
戸
・
平
井
・
氷
上
）
組
合
立
白
山
高
等
小
学
校

と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
高
等
小
学
校
の
開
設
は
地
元
の
強
い
熱
意

に
よ
っ
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。 

白山高等小学校跡 
（現ウォーキングセンター敷地） 
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明
治
四
十
一
年
四
月
、
初
め
て
女
子
中
等
教
育
の
学
校
と
し
て
下
高
岡
村
外
四
か
村
（
井
戸
・
奥

鹿
・
氷
上
・
平
井
）
組
合
立
白
山
女
学
校
が
白
山
高
等
小
学
校
内
に
併
置
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
四
十

三
年
四
月
に
昇
格
し
て
白
山
高
等
女
学
校
と
改
称
し
、
修
業
年
限
を
四
か
年
、
生
徒
定
員
を
二
百
名

と
し
ま
し
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
四
月
、
木
田
郡
立
木
田
実
科
高
等
女
学
校
が
創
立
さ
れ
、

白
山
高
等
女
学
校
に
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
大
正
五
年
三
月
、
白
山
高
等
女
学
校
は
生
徒
の

卒
業
と
同
時
に
廃
校
と
な
り
、
木
田
実
科
高
等
女
学
校
の
み
と
な
り
、
大
正
十
一
年
四
月
に
組
織
を

変
更
し
て
県
立
に
移
管
し
、
香
川
県
立
木
田
高
等
女
学
校
と
改
称
し
ま
し
た
。
し
か
し
地
理
上
の
関

係
か
ら
大
正
十
三
年
五
月
、
前
田
村
東
前
田
（
現
高
松
市
前
田
東
町
）
に
校
舎
を
建
築
し
、
落
成
と

同
時
に
移
転
し
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
四
月
、
戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
り
木
田
高
等
女
学
校
が
香
川
県
立

木
田
高
等
学
校
と
改
め
ら
れ
た
際
に
、
川
島
・
東
植
田
・
古
高
松
と
並
ん
で
氷
上
村
に
氷
上
分
校
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
普
通
科
の
ほ
か
、
農
業
科
（
男
子
）
と
家
庭
科
別
科
（
女
子
）
が
置
か
れ
、
午

前
中
の
み
の
定
時
制
課
程
で
、
午
後
に
は
生
徒
は
帰
宅
し
、
食
糧
増
産
の
た
め
農
業
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
。
田
植
え
や
稲
刈
り
の
農
繁
期
に
は
、
長
い
農
繁
休
業
が
あ
り
ま
し
た
。
農
業
に
多
く
の
人

手
が
必
要
な
時
代
で
、
農
業
後
継
者
を
育
成
す
る
の
が
開
校
目
的
で
し
た
。 

昭
和
二
十
四
年
九
月
、
氷
上
分
校
は
下
高
岡
白
山
農
業
倉
庫
に
移
転
し
て
校
名
を
下
高
岡
分
校
と

し
、
さ
ら
に
木
田
高
等
学
校
白
山
分
校
と
改
称
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
、
白
山
高
等
女
学
校
の
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跡
地
に
二
階
建
て
の
新
校
舎
を
建
設
し
、
落
成
と
同
時
に
移
転
し
ま
し
た
。 

昭
和
三
十
年
代
に
入
る
と
、
白
山
分
校
を
卒
業
し
た
地
元
の
指
導
者
が
次
々
と
生
ま
れ
、
三
十
年

代
後
半
に
な
る
と
、
一
日
の
授
業
時
間
が
四
時
間
か
ら
六
時
間
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、
生
徒
数
が
急
増
す
る
一
方
、
高
度
経
済
成
長
と
農
業
の
機
械
化
に
よ
り
、

農
家
の
子
弟
を
対
象
と
す
る
昼
間
定
時
制
の
存
在
意
義
が
薄
れ
、
普
通
科
へ
の
入
学
志
向
が
強
ま
っ

た
た
め
、
四
十
一
年
に
農
業
科
・
家
庭
科
は
廃
止
さ
れ
、
普
通
科
の
み
と
な
り
ま
し
た
。 

白
山
分
校
と
並
ん
で
設
置
さ
れ
て
い
た
東
植
田
分
校
は
昭
和
二
十
七
年
十
月
三
十
一
日
に
、
川
島

分
校
は
同
四
十
五
年
三
月
三
十
一
日
に
、
古
高
松
分
校
は
同
四
十
六
年
三
月
三
十
一
日
に
そ
れ
ぞ
れ

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
白
山
分
校
は
全
日
制
へ
の
編
成
替
え
に
よ
り
存
続
す
る
方
針
と
な
り
、
同
五

十
一
年
四
月
一
日
に
全
日
制
課
程
普
通
科
が
設
置
さ
れ
、
同

五
十
四
年
三
月
三
十
一
日
に
は
定
時
制
課
程
普
通
科
は
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。 

以
後
二
十
年
間
、
全
日
制
と
し
て
歩
み
ま
し
た
が
、
三
木

高
校
が
開
校
す
る
こ
と
に
な
っ
た
平
成
八
年
（
一
九
九
六
）

の
三
月
三
十
一
日
に
閉
校
と
な
り
、
半
世
紀
近
い
歴
史
を
閉

じ
ま
し
た
。
県
内
に
三
十
五
校
あ
っ
た
分
校
の
最
後
の
一
校

で
し
た
。
閉
校
に
先
立
ち
、
学
校
関
係
者
、
卒
業
生
代
表
、

ウォーキングセンター敷地内の記念碑 
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平
井
知
事
（
当
時
）
ら
に
よ
る
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
「
香
川
県
立
高
松
東
高
等
学
校
発
祥
之
地
、
白
山

分
校
之
跡
」
と
記
し
た
記
念
碑
が
除
幕
さ
れ
ま
し
た
。 

現
在
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
、
地
域
間
交
流
や
社
会
教
育
活
動
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

 

５ 

三
木
町
に
残
る
条
里
制
地
割
り 

白
山
駅
の
あ
た
り
で
条
里
の
基
準
線
と
古
代
の
南
海
道
が
屈

曲
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
見
ま
し
た
が
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
の
東
南
の
角
で
も
屈
曲
が
見
ら
れ
ま
す
（
下
の
写
真
）
。 

で
は
条
里
制
と
は
い
っ
た
い
何
で
し
ょ
う
か
。 

条
里
制
と
は
、
日
本
に
お
い
て
、
古
代
か
ら
中
世
後
期
に
か
け

て
行
わ
れ
た
土
地
区
画
（
管
理
）
制
度
で
す
。
あ
る
範
囲
の
土
地

を
約
一
○
九
メ
ー
ト
ル
間
隔
で
直
角
に
交
わ
る
平
行
線
（
方
格

線
）
に
よ
り
正
方
形
に
区
分
す
る
と
い
う
も
の
で
、
現
在
も
日
本

各
地
に
条
里
地
割
り
の
遺
構
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

条
里
の
基
本
単
位
は
約
一
○
九
メ
ー
ト
ル
四
方
の
正
方
形
で
、
古
代
日
本
で
は
約
一
○
九
メ
ー
ト

ル
は
一
町
（
＝
六
十
歩
）
に
当
た
り
、
約
一
○
九
メ
ー
ト
ル
四
方
の
面
積
も
同
様
に
一
町
と
呼
ば
れ 道路とそれに沿った水路が、写真中央地点で 

屈曲し、西側（写真奥方向）へと延びている。 
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て
い
ま
し
た
。
こ
の
一
町
四
方
か
ら
な
る
基
本
単
位
を
「
坪つ

ぼ

」
と
呼
び
ま
し
た 

(
現
在
で
も
使
用
さ
れ
る
「
坪
」
と
は
異
な
り
ま
す)

。
基
本
単
位
で
あ
る
「
坪
」

を
六×

六
に
並
べ
た
区
画
（
六
町
四
方
の
正
方
形
）
は
「
里
」
と
呼
ば
れ
ま
し

た
。
古
代
、
田
地
の
所
在
も
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
何
条
何
里
何
坪
で
示
さ
れ

て
い
ま
し
た
。 

条
里
の
数
え
方
は
、
そ
の
土
地
に
よ
っ
て
多
尐
異
な
り
ま
す
が
、
讃
岐
で
は
、

各
郡
の
東
の
端
か
ら
六
町
ず
つ
の
間
隔
で
南
北
に
引
い
た
線
に
よ
り
、
東
西
に

土
地
を
区
画
し
、
こ
れ
を
「
条
」
と
呼
び
、
東
か
ら
西
へ
順
に
一
条
、
二
条
、

三
条
と
数
え
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
郡
の
条
を
南
か
ら
北
へ
、
六
町
ず
つ
の
間
隔
で
東
西
に
引
い
た
線

で
、
南
北
に
区
画
し
て
「
里
」
と
呼
び
、
南
か
ら
北
へ
順
に
一
里
、
二
里
、
三

里
と
数
え
て
い
た
よ
う
で
す
。 

こ
の
「
条
・
里
・
坪
」
の
名
称
は
、
土
地
の
位
置
を
表
す
の
に
正
確
で
便
利

で
あ
っ
た
た
め
、
後
世
ま
で
用
い
ら
れ
、
今
で
も
そ
れ
が
地
名
と
な
っ
て
残
っ

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

三
木
町
で
は
、
井
戸
の
二
条
・
氷
上
の
三
条
・
下
高
岡
の
四
条
な
ど
の
地
名

が
残
っ
て
い
て
、
旧
三
木
郡
の
郡
境
、
つ
ま
り
本
町
井
戸
地
区
の
東
端
と
長
尾
町
（
現
さ
ぬ
き
市
長

条里制図 
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尾
）
の
境
か
ら
平
井
・
田
中
地
区
の
西
の
境
ま
で
を
一
条
か
ら
八
条
ま
で
に
区
画
し
て
あ
っ
た
よ
う

で
す
。
ま
た
、
旧
山
田
郡
も
、
十
河
地
区
の
二
条
、
林
町
の
六
条
な
ど
の
地
名
が
残
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
条
里
に
区
画
さ
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
を
総
合
す
る
と
、
三
木
町

と
の
境
か
ら
西
の
旧
香
川
郡
と
の
境
ま
で
を
、
一
条
か
ら
九
条
ま
で
区
画
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。 

旧
三
木
郡
の
条
里
の
区
画
を
考
え
る
時
、
二
条
・
三
条
・
四
条
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
条
は
六
町
（
約
六
五
四
メ
ー
ト
ル
）
で
あ
る
の
で
、
旧
山
田
郡
と
の
境
ま
で
に
八
条
あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
、
現
在
の
三
木
町
と
高
松
市
と
の
境
の
線
（
や
や
傾
い
た
南
北
の
直
線
）
が
旧
三
木

郡
と
旧
山
田
郡
の
境
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
郡
境
の
線
か
ら
一
○
九
メ
ー
ト
ル
の
間
隔
で
東
に
向

か
い
、
白
山
と
山
大
寺
池
を
結
ぶ
線
ま
で
来
る
と
、
こ
の
線
が
三
木
郡
の
四
条
と
三
条
の
境
と
な
り

ま
す
。
下
高
岡
地
区
四
条
集
落
の
東
側
の
線
は
、
お
お
よ
そ
条
里
復
元
線
の
四
条
・
三
条
の
境
の
線

に
一
致
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
三
木
郡
の
四
条
か
ら
三
条
に
入
っ
た
と
た
ん
条
里
の
南
北
線
は

屈
曲
し
、
東
の
寒
川
郡
の
条
里
の
線
に
平
行
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
平
野
部
の
広
が
り
と
南
海
道

の
方
向
性
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
線
引
き
を
決
め
る
時
、
寒
川
郡
の
方
と
の
調
整
が
必
要

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

次
に
、
東
西
の
線
で
あ
る
里
の
区
切
り
方
で
す
が
、
古
代
の
南
海
道
の
線
を
基
準
線
に
し
て
、
現

在
の
地
割
り
や
道
路
を
参
考
に
、
ほ
ぼ
一
○
九
メ
ー
ト
ル
ご
と
に
区
切
っ
て
み
る
と
、
南
は
平
野
部
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の
終
わ
る
と
こ
ろ
ま
で
条
里
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
北
も
同
様
に
し
て
区
切
っ
て
み
た
結
果
、

左
の
よ
う
な
復
元
図
が
完
成
し
ま
す
。
里
数
は
、
一
里
か
ら
十
一
里
く
ら
い
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

条

里

を

復

元

し
て
み
る
と
、
田

中

と

氷

上

の

境

や
、
氷
上
と
上
高

岡
・
下
高
岡
と
の

境

が

条

里

の

地

割

に

一

致

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か
り
ま
す
。 

志

度

の

多

和

文
庫
に
、
平
安
時

代

後

期

の

写

本

と
み
ら
れ
る
「
弘ぐ

福ふ
く

寺

領

讃

岐

国

山
田
郡
田
図
」
が
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あ
り
、
こ
の
田
図
に
は
、
天
平
七
年
（
七
三
五
）
の
年
紀
と
、
条
里
の
区
画
と
思
わ
れ
る
線
が
見
ら

れ
ま
す
。
こ
の
田
図
の
場
所
は
、
現
在
の
高
松
市
林
町
付
近
に
当
た
り
、
山
田
郡
と
三
木
郡
の
条
里

の
関
連
性
か
ら
考
え
る
と
、
三
木
郡
の
条
里
も
七
三
五
年
以
前
に
基
本
的
な
地
割
り
が
行
わ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

６ 

鰐わ

に

河か

わ

神
社 

祭
神 

豊
玉
姫
命
、
応
神
天
皇 

由
来 

三
木
郡
高
岡
郷
（
下
高
岡
・
上
高
岡
・
西
鹿
庭
・
西
奥
山
）

の
産
土

う
ぶ
す
な

神 が
み

（
土
地
を
守
護
し
て
く
れ
る
神
様
）
を
祭
り
、
四
条
八
幡

宮
ま
た
は
高
岡
八
幡
宮
の
名
で
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
「
延
喜
式
」

讃
岐
二
十
四
社
の
一
つ
「
和
爾
賀
波

わ

に

か

わ

神
社
」
が
こ
の
神
社
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
と
お
り
信
じ
れ
ば
、
鰐
河
神
社
の
創
祀
は

平
安
初
期
ま
で
は
確
実
に
遡
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
立
地
条
件
か
ら

見
れ
ば
、
豊
富
な
水
の
湧
く
所
な
の
で
、
農
業
に
必
要
な
水
の
神
を

祭
っ
た
の
が
始
ま
り
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
高
岡

郷
の
上
高
岡
と
下
高
岡
の
接
点
な
の
で
、
両
者
の
共
に
祭
れ
る
場
所

を
選
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。 

鰐 河 神 社 
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伝
説
で
は
、
「
昔
、
海
神
・
綿
津

わ

た

つ

見み

神
の
娘
で
あ
る
豊
玉
姫
命
は
、
亀
に
乗
っ
て
山
田
郡
潟
元
（
現

高
松
市
屋
島
西
町
）
へ
来
て
、
鵜う

茅
葺
不
合

か
や
ふ
き
あ
え
ず
の

尊
み
こ
と

を
産
ん
だ
。
そ
の
た
め
、

そ
こ
の
地
名
は
浦
生

う

ろ

と
呼
ば
れ
た
。
そ
の
後
、
鰐わ

に

に
乗
っ
て
新
川
を
遡

り
四
条
に
来
た
の
で
、
こ
こ
に
祠
を
建
て
て
豊
玉
姫
を
祀
っ
た
。
そ
こ

で
、
こ
の
神
社
を
鰐
河
神
社
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
こ
と
で

す
。 「

極
楽
寺
宝
蔵
院
古
暦
記
」
に
は
「
延
喜
七
年
（
九
○
七
）
四
月
、

宝
蔵
院
の
明
印
が
、
一
郡
一
八
幡
の
始
め
と
し
て
、
三
木
郡
に
は
高
岡

八
幡
宮
を
勧
請
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
単
に
高
岡
郷
の
氏
神
と
し
て
で

は
な
く
、
三
木
郡
全
体
の
中
心
の
神
と
し
て
祭
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
た

だ
、
八
幡
神
の
勧
請
は
、
実
際
に
は
平
安
後
期
以
後
の
こ
と
と
考
え
る
の

が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。 

江
戸
末
期
に
書
か
れ
た
「
讃
岐
国
名
勝
図
会
」
に
は
、
「
往
古
、
当
社

内
陣
へ
和
爾
賀
波
の
神
体
を
納
め
お
き
し
こ
と
あ
り
と
古
老
い
へ
り
」
と

あ
り
ま
す
。 

鰐
河
神
社
の
西
隣
に
は
応
神
寺
が
あ
り
、
鰐
河
神
社
の
別
当
を
務
め
ま

し
た
。
現
在
さ
ぬ
き
市
造
田
の
願
興
寺
に
あ
る
重
要
文
化
財
の
乾
漆
聖
観

鰐河神社正面の神橋 神橋の傍らの「水神社」 
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音
坐
像
（
奈
良
時
代
）
は
、
も
と
応
神
寺
に
あ
っ
た
も
の
で
す
が
、
明
治
の
神
仏
分
離
で
応
神
寺
が

廃
寺
と
な
っ
た
と
き
願
興
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
で
す
。
上
高
岡
三
条
で
奈
良
時
代
の
上
高
岡
廃
寺
が

見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
重
要
文
化
財
の
乾
漆
仏
は
も
と
も
と
上
高
岡

廃
寺
（
「
極
楽
寺
宝
蔵
院
古
暦
記
」
に
見
え
る
高
岡
山
田
寺
か
）
に
あ
っ
た

も
の
が
、
後
に
応
神
寺
に
移
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

現
在
の
本
殿
は
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
改
築
さ
れ
た
も
の
で
、
正
面

の
神
橋
は
昭
和
七
年
に
架
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。 

鰐
河
神
社
の
東
側
の
南
北
線
は
三
木
郡
の
三
条
と
四
条
の
境
の
線
に
一

致
し
て
い
ま
す
。 

 

７ 

願
勝
寺
と
静
御
前
の
墓 

宗
派 

真
宗
大
谷
派 

塚
脇
山
頓
乗
院
願
勝
寺 

本
尊 

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像 

由
来 

開
基
は
佐
々
木
三
郎
盛
綱
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
盛
綱
は
源
平
合
戦
後
、
仏
門
に
入
り
源

光
坊
と
称
し
、
建
久
元
年
（
一
一
九
○
）
に
寒
川
郡
西
村
に
来
て
約
一
年
間
住
み
、
三
木
郡
鹿
庭
村

別
所
で
寺
を
建
て
願
勝
寺
と
称
し
ま
し
た
。
六
○
余
年
の
後
、
寺
は
三
木
郡
朝
倉
村
へ
移
り
、
天
文

年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）
に
は
田
中
村
へ
、
弘
治
年
間
（
一
五
五
五
～
五
八
）
に
は
下
高
岡
村
四

鰐河神社東側の南北線と白山 
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条
へ
移
り
、
さ
ら
に
天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
）
に
現
在
地
へ

と
移
転
し
ま
し
た
。 

文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
、
豊
臣
秀
吉
が
本
願
寺
の
教
如
上
人
を

退
け
、
准
如
上
人
を
主
と
す
る
こ
と
に
し
た
と
き
、
高
松
の
福
善
寺
、

陶
村
の
浄
福
寺
の
住
職
と
と
も
に
願
勝
寺
の
住
職
も
こ
れ
に
反
対

し
た
た
め
、
獄
舎
に
つ
な
が
れ
ま
し
た
が
、
秀
吉
の
死
後
許
さ
れ
て

寺
に
帰
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
讃
岐
国
名
勝
図
会
」
に
よ
れ
ば
、

浄
福
寺
は
願
勝
寺
・
福
善
寺
と
と
も
に
箆の

原は
ら

御
坊
の
輪
番
で
し
た
が
、

天
正
の
兵
火
に
遭
っ
て
廃
寺
と
な
り
、
そ
の
本
尊
は
四
条
の
願
勝
寺

に
あ
る
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

願
勝
寺
境
内
に
は
、
静
御
前
の
墓
が
あ
り
ま
す
。 

出
家
し
た
源
光
坊
（
佐
々
木
盛
綱
）
は
、
静
御
前
と
そ
の
母

磯
禅
師
が
讃
岐
に
入
り
、
源
義
経
や
そ
の
子
、
戦
死
し
た
家
来

た
ち
の
菩
提
を
弔
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
伝
え
聞
き
、
讃
岐
へ

や
っ
て
来
ま
し
た
が
、
そ
の
時
既
に
静
御
前
親
子
は
こ
の
世
に

亡
く
、
二
人
の
菩
提
を
弔
う
た
め
一
宇
を
立
て
て
願
勝
寺
と
名

願 勝 寺 静御前墓（願勝寺境内） 



 

15 

付
け
た
と
い
う
話
が
残
っ
て
い
ま
す
。
願
勝
寺
に
は
、
ほ
か
に
も
、
佐
々
木
盛
綱
の
念
持
仏
と
い
わ

れ
る
阿
弥
陀
如
来
像
や
、
静
御
前
の
位
牌
が
あ
り
ま
す
。 

ま
た
、
願
勝
寺
の
梵
鐘
は
、
静
御
前
の
舞
い
姿
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
初
代
の
梵
鐘
は

正
安
年
間
（
一
二
九
九
～
一
三
○
二
）
頃
に
鋳
造
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
に

一
度
再
鋳
さ
れ
ま
し
た
が
、
太
平
洋
戦
争
中
に
供
出
さ
れ
、
現
在
の
も
の
は
戦
後
再
鋳
さ
れ
た
も
の

で
す
。 

 

８ 

浄
土
寺 

宗
派 

真
言
宗
善
通
寺
派 
高
木
山
十
楽
院
浄
土
寺 

本
尊 

木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
。
快
慶
の
作
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。 

由
来 

「
極
楽
寺
宝
蔵
院
古
暦
記
」
に
よ
る
と
、
「
承
平
六
年

（
九
三
六
）
に
明
海
が
諸
社
に
別
当
を
置
い
た
」
と
い
う
中
に
井

戸
浄
土
寺
の
名
が
あ
り
ま
す
。
寺
伝
も
同
じ
く
、
現
在
地
の
東
北

の
二
条
に
一
宇
を
建
立
し
、
弘
法
大
師
三
尊
を
安
置
し
、
「
神
照

山
十
楽
院
浄
土
寺
」
と
称
し
た
と
伝
え
て
い
ま
す
。
天
正
年
間
（
一

五
七
三
～
九
二
）
に
長
宗
我
部
の
兵
火
に
遭
い
、
堂
宇
や
記
録
が

浄 土 寺 
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消
失
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
閑
祐
師
が
二
条
か
ら
今
の
地
に
移
し
て
山
号
を
「
高
木
山
」
と
改
め

ま
し
た
。 

 
９ 

静
薬
師
庵 

三
木
町
井
戸
地
区
中
代

な
か
だ
い

の
鍛
冶
池
の
ほ
と
り
に
老
松
の
木
立
に
囲
ま
れ
て
静
薬
師
庵
が
あ
り
、
静

御
前
の
墓
と
伝
わ
る
五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。
伝
説
で
は
、
讃
岐
へ
来
た
静
は
、
長
尾
寺
で
得
度
を
受

け
、
髪
を
下
ろ
し
て
尼
と
な
っ
た
後
、
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
草
庵
で
、
母
の

磯
い
そ
の

禅
師

ぜ

ん

じ

、
侍
女
の
琴こ

と

路じ

と

と
も
に
、
源
義
経
や
、
男
子
で
あ
っ
た
た
め
生
後
す
ぐ
に
殺
さ
れ
た
我
が
子
、
源
平
合
戦
で
亡
く
な

っ
た
者
た
ち
の
菩
提
を
弔
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る

日
、
母
磯
禅
師
が
倒
れ
て
亡
く
な
り
、
そ
の
後
、
間
も
な
く
、
静
御

前
も
病
の
た
め
か
息
を
引
き
取
り
ま
し
た
。
後
に
残
さ
れ
た
琴
路
も
、

女
主
人
の
後
を
追
う
様
に
鍛
冶
池
に
入
水
し
て
亡
く
な
っ
た
と
語

り
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
庵
は
、
そ
の
後
何
度
か
建
て
替
え
ら

れ
、
現
在
、
「
静
薬
師
（
静
薬
師
庵
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
庵
の

傍
に
静
御
前
の
墓
が
あ
り
、
静
の
子
の
墓
、
琴
路
の
墓
も
す
ぐ
隣
に

建
て
ら
れ
、
地
元
の
人
に
大
切
に
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

静 薬 師 庵 
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※ 

静
御
前
の
伝
説 

源
義
経
が
愛
し
た
静
御
前
は
、
生
没
年
は
不
詳
で
す
が
、
磯
禅
師

の
娘
で
、
舞
曲
に
す
ぐ
れ
た
美
し
い
白
拍
子
（
舞
姫
）
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
ま
す
。
文
治
元
年
（
一
一
八
五
）
頼
朝
と
不
和
に
な
っ
た
義

経
が
京
都
の
六
条
堀
川
亭
で
遊
ん
だ
と
き
、
静
と
親
し
ん
だ
の
が
、

二
人
の
出
会
い
で
し
た
。
そ
の
年
、
義
経
と
吉
野
で
別
れ
た
あ
と
、

翌
文
治
二
年
に
捕
ら
え
ら
れ
て
鎌
倉
に
送
ら
れ
ま
す
。
静
は
頼
朝
か

ら
義
経
の
所
在
を
尋
問
さ
れ
ま
し
た
が
、
知
ら
な
い
と
言
い
通
し
、

四
月
八
日
に
鶴
岡
八
幡
宮
の
回
廊
で
義
経
を
慕
う
舞
を
舞
っ
た
の

は
有
名
な
話
で
す
。
九
月
、
静
は
許
さ
れ
て
京
都
へ
帰
り
ま
す
が
、
そ
の
後
の
足
跡
は
史
実
に
見
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

伝
説
で
は
、
こ
の
あ
と
静
は
、
母
の
磯
禅
師
が
大
内
町
丹
生

に

ぶ

小
磯
（
現
東
か
が
わ
市
）
の
出
身
で

あ
っ
た
と
い
う
縁
か
ら
讃
岐
へ
来
、
長
尾
寺
で
得
度
し
て
尼
に
な
り
、
こ
の
三
木
町
の
地
で
亡
く
な

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
静
御
前
の
墓
は
願
勝
寺
と
、
鍛
冶
池
の
ほ
と
り
の
静
薬
師
庵
に
あ
り
ま
す
。 

静
の
伝
説
と
墓
は
讃
岐
以
外
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
例
え
ば
、
淡
路
島
の
羅
漢
院
福
母
寺
、
長
野

県
大
町
市
社
町
丑
館
の
薬
師
寺
、
新
潟
県
栃
尾
市
栃
堀
の
高
徳
寺
、
埼
玉
県
北
葛
飾
郡
栗
橋
町
伊
坂
、

福
島
県
郡
山
市
大
槌
町
静
な
ど
で
す
。 

静薬師庵傍の静御前墓（右端） 
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讃
岐
に
お
け
る
静
の
伝
説
の
成
立
に
は
、
小
磯
の
長
町
家
、
長
尾
の
長
尾
寺
、
三
木
町
の
佐
々
木

氏
が
か
か
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 
１０ 
二
条
城
跡 

城
主
は
、
佐
野
久
兵
衛
で
、
安
富
氏
に
従
っ
て
い
た
と
い
う
こ

と
で
す
。 

「
全
讃
史
」
に
、
「
井
戸
村
に
在
り
、
佐
野
久
兵
衛
、
之
に
居

り
き
。
或
は
云
う
佐
久
間
六
郎
兵
衛
、
之
に
居
り
き
」
と
あ
り
、

「
讃
岐
国
名
勝
図
会
」
に
は
「
同
所
柏
木
に
あ
り
、
一
説
に
は
佐

野
久
兵
衛
の
居
城
な
り
し
と
、
佐
久
間
六
兵
衛
某
こ
こ
に
居
た

り
」
と
あ
り
ま
す
。
「
新
撰
讃
岐
風
土
記
」
に
よ
る
と
、
城
跡
は

井
戸
村
字
二
条
妙
見
社
地
と
あ
り
ま
す
が
、
正
確
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
妙
見
社
付
近
は
工
事
に
よ
り
ほ
と
ん
ど
平
地
と
な
っ

て
い
て
、
昔
の
面
影
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

  

二条城跡といわれる付近 
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『
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史
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六
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史
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年
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十
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史
編
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委
員
会 
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後
の
静
御
前
』
ホ
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ム
ペ
ー
ジ 

（
横
井 

寛
氏
編
） 

            



                      三木町 
白山神社 

下高岡小学校跡 

白山駅 
井戸駅 

公文明駅 

二 条 

井 戸 

白 山 

ウォーキン
グセンター 

(白山高等小学校跡) 

下 高 岡 

妙見社 

二条城跡 

鰐川神社 

浄土寺 

願勝寺 

上 高 岡 

三 条 

静薬師庵 鍛治池 

熊田池 



２月２６日（日） 三木町からの復路 

ことでん長尾線 

 （白山駅）      （瓦町駅）  

12：13 発  →   12：40 着 

12：33 発  →   13：00 着 

12：53 発  →    13：20 着 

 

次回のふるさと探訪は・・・・ 

 テ  －  マ 堂山山麓に社寺を訪ねる  

 と  き 平成２４年３月１８日（日）  

      ９：３０～１２：００  

 集合場所 ことでん岡本駅（琴電琴平線）  

 講  師 廣瀬 和孝（高松市文化財保護協会顧問）  
 

☆広報「たかまつ」３月１５日号に開催案内を掲載しますの

で、ご覧ください。  

☆天候等により中止の場合のみ文化財課（TEL 839－2660

「午前７時～開始時間まで」）でお知らせします。  

（電話が通じない場合は、「実施」です。）  
 

★集合場所への交通案内★ ---------------------------------------  

【ことでん琴平線・下り】 

（瓦町駅）    （岡本駅）  

  ８：３５ →  ９：００  

  ９：０５ →  ９：３０  

 



 

1 

 

「ふるさと探訪」に  

参加される皆様へ  

 

※ 参加中は、次のことに充分留意し、  

 安全で意義のある探訪としましょう。  

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょ

う。  

（必ず、歩道を歩き、歩道が無いところでは、道

路の端を一列で歩きましょう。）  

 

２ 無理をせず、体調には十分気をつけましょう。  

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。  

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気

をつけましょう。  

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。  

  


